＜羅蕙錫（1896年4月生）の女子美術学校在学状況整理＞　

　　　　　

	1913（大正2）年


	4/15　私立女子美術学校入学西洋画選科普通科入学

原籍　　朝鮮京畿道龍仁金良市　　羅景錫妹　

父兄職業　官吏　

住所　　神田区今川小路2丁目2番地
　×××（判読不明） 

保証人　三好辰次　

職業　医

住所　神田区今川小路2丁目2番地　


	1914（大正3）年

　　　　


	3月　兄の羅景錫が蔵前高等工業学校を卒業
4月　普通科2年生に進級
崔承九と恋愛

12/3『學之光』3号に「理想的婦人」が掲載される

一時帰国。父が結婚を強要し、日本に戻れなくなる

	1915（大正4）年


	3学期　登校できず欠席

（4月の1学期にいったん除籍になったと思われる）
　
9月　李光洙が東京に再留学　兄の羅景錫が朝鮮に帰国
　
2学期途中、10月4日に選科普通科2年生に復学

12月10日　父が死亡

年末、崔承九　療養のために帰国

	1916（大正5）年

　


	1月　本校寄宿舎に転居（菊坂の校舎の隣）
一時帰国して高興で療養中の崔承九に会い、すぐ日本にもどる

3月『学之光』8号に崔承九死亡記事が出る
4月　選科普通科3年生に進級
9月（2学期） 西洋画高等師範科（2年生）に転科

10月28日　転居　 淀橋柏木979番地　中川方　

12月　転居　　　  東大久保357　志村方

	1917（大正6）年

　　　　　　　　
	4月　高等師範科3年生に進級

4/19　『学之光』12号に「雑感」を発表

7月　『學之光』13号に「雑感―K姉に与う」を発表

夏休み帰省の途中、京都に滞在して金雨英と交際　　　

10月17日　『女子界』編集部員になる

12月　保証人変更：埴原隠二郎　居所：芝区芝公園5号

	1918（大正7）年
	3月22日　　私立女子美術学校を卒業　
3/22　『女子界』2号に「경희」を発表
　　　　4月　帰国


所有資料

· 進明女学校学籍簿　卒業生名簿（羅蕙錫記念事業会＜徐正子氏提供）

· 女子美西洋画高等師範科学籍簿（羅蕙錫記念事業会＜徐正子氏提供）

· 女子美西洋画普通科学籍簿（ユン･ボムモ『画家羅蕙錫』2005所収＜徐正子氏提供）

· 大正3年度　女子美術学校成績用紙　選科普通科第2学年羅蕙錫　（同上）

· 大正5年度　勤惰表（李相瓊『人間として生きたい』p.125）

· 大正6年度　成績表　西洋画科高等師範科第3学年（羅蕙錫の名はないが資料室で確認）（ユン･ボムモ『画家羅蕙錫』2005所収＜徐正子氏提供）

· 大正4年度と思われるが、大正3年度と書かれている成績表を資料室で確認し、複写を出してもらえないため、筆者が手書きで記録した。備考欄に「10月4日」という記載がある。　　　

女子美術大学相模原キャンパス訪問

目的：学籍簿と成績原簿の解読

訪問日：2008年7月11日（金）10時30分

応対者：内藤幸恵氏（歴史資料室室長）･遠藤九郎氏（歴史資料編纂担当）･安美子氏

� 当時は、普通科と高等師範科は4年制で高等科は3年制だった。羅蕙錫は4年制の選科普通科に入り、途中でやはり４年制の高等師範科に転科して、そこを3年で卒業した。





� 廉想渉と同じ住所地番





� 大正3年度勤惰表　2学期まで欠席0だったのに、3学期は１日も出席していない。





欠席日数�
授業日数�
�
�
0�
79　�
一学期�
�
0�
82�
二学期�
�
59�
59�
三学期�
�
�
�
通計�
�



�（大正3年度と書かれているが大正4年度のものと思われる）勤惰表（視認・筆写）





欠席日数�
授業日数�
�
�
�
　�
一学期�
�
14�
63�
二学期�
�
17�
57�
三学期�
�



１学期は１日も出席していない。備考の欄に10月4日と記載あることから２学期の10月4日に復学したと推測される。


2学期の授業日数は通常9月から12月までの80日から90日間なので、63日という数字は復学した10月4日から数えてのものと推測される。


2学期に欠席が14日あるのは父の死亡による帰国のせいではないかと推測される


3学期に欠席が17日あるのは、父の喪に服したか、1月に崔承九に会うため一時帰国したためではないか


� このときまで住所は三好辰次方だった。寄宿舎に移ったことで行動が自由になり、一時帰国することができたのではないか。
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